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要旨 . オ オ ウ ス グ ロ ハ ラ ナ ガ ノ メ イ ガ 
Hymenoptychis sordida Zeller, 1852 を西表島のマ
ングローブで採集し , 八重山諸島および西表島
からの初記録として報告する . 本種の日本での
記録は , 18 年前の沖縄本島のマングローブから
の記録に次いで 2 例目である .

はじめに

日 本 に 分 布 す る Hymenoptychis 属 の 唯 一 の
種 で あ る オ オ ウ ス グ ロ ハ ラ ナ ガ ノ メ イ ガ
Hymenoptychis sordida Zeller, 1852 は , 南アフリ
カの雄個体を基に記載され , アフリカ ･ マダガ
スカル･インド–オーストラリア･太平洋の島々
に広く分布することが知られている (Hampson 
1897; Murphy 1990; 山中 2005; Shaffer & Munroe 
2007). 日本では 2004 年 7 月に沖縄本島で得られ
た 8 雄 1 雌に基づいて初めて記録されたのみで 
( 山中 2005), その後日本からの記録はない . な
お , Murphy (1990) は , Hampson (1897) を引用し
た上で “The species is extremely wide spread, from 
East Africa to Japan and north to the Himalayan 
foothills” と記述したが , Hampson (1897) の本種
の記述に日本の産地についての言及はない . 今
回 , 本種の日本における 18 年ぶり 2 例目の記録
となる個体を八重山諸島西表島のマングローブ
林から採集したので報告する . 今回の標本は全
て和智が採集 , 松井が同定し , 琉球大学熱帯生
物圏研究センター西表研究施設 , 及び九州大学
農学部昆虫学教室に保管されている . 成虫のサ
イズの指標として , 右前翅長を計測した .

記録

Hymenoptychis sordida Zeller, 1852
オオウスグロハラナガノメイガ
図 1–3.

採集標本 . 1♂ (13.0 mm): 2022 年 7 月 27 日 , 沖

縄県八重山郡竹富町船浦 ( 船浦湾マングローブ
林 ; 北緯 24.3987°, 東経 123.8094° 付近 ), 琉球大
学保管 ; 1♀(11.4 mm): 2022 年 8 月 11 日 , 場所
同じ , 琉球大学保管 ; 1♂(12.5 mm): 2023 年 9 月
29 日 , 場所同じ , 九州大学保管 ( 交尾器スライ
ド番号 YM672); 2♂(12.6 mm [ 右前翅の一部欠
損のため , 左前翅 ], 図 1; 11.3 mm, 図 2): 2023 年
11 月 10 日 , 場所同じ , 琉球大学保管 ; 1♂(13.2 
mm): 2023 年 11 月 24 日 , 場所同じ , 琉球大学保
管 ; 1♂(14.0 mm): 2023 年 12 月 11 日 , 場所同じ , 
九州大学保管 . 
同定 . 今回得られた個体は全て , 翅表が全体

に黒褐色で斑紋が不明瞭であること , 雄の腹部
が極めて細長いこと , 雄の前翅中室付近で鱗粉
を欠くこと , 雄の前翅表面の中室内に細長く窪
んだひだ状の構造を持つこと ( 図 1), 雄交尾器
の fibula [Hayden (2011); Mally et al. (2019) を 参
照 ] が 2 本の背側を向いた突起で構成されるこ
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図 1. 西表島から確認されたオオウスグロハラナガノ
メイガ ( 背面 ). 2023 年 11 月 10 日に採集された雄 2
個体のうちの 1 個体 ( もう 1 個体は図 2 に図示 ). 
Fig. 1. Dorsal habitus of Hymenoptychis sordida Zeller, 
1852 from Iriomote Island, Yaeyama Islands, Okinawa 
Prefecture. This male was collected on 10. xi. 2023.



と , 雄交尾器の phallus の coecum penis はやや
強く腹方に屈曲し , aedeagus の先端部は細くな
ること ( 図 3) などの特徴が山中 (2005) および
Shaffer & Munroe (2007) が記載 ･ 図示した本種
の形態と一致したことにより H. sordida に同定
された . 
分布 . アフリカ , マダガスカル , セイシェル

諸島 , インド , スリランカ , ニコバル諸島 , ミャ
ンマー , マレー半島 , シンガポール , フィリピ
ン , 日本 ( 沖縄本島 , 西表島 ), ボルネオ , スラウ
ェシ , モルッカ諸島 , ニューギニア , オーストラ
リア , フィジー諸島 , マーシャル諸島 , エリス諸
島 , サモア諸島 (Hampson 1897; Murphy 1990; 山
中 2005; Shaffer & Munroe 2007; 本報告 ).
採集状況 . 本報告で採集されたいずれの個

体も , ヤエヤマヒルギ Rhizophora stylosa ( ヒ
ル ギ 科 Rhizophoraceae), オ ヒ ル ギ Bruguiera 

gymnorhiza ( ヒ ル ギ 科 Rhizophoraceae), ヒ
ル ギ ダ マ シ Avicennia marina  ( キ ツ ネ ノ マ
ゴ 科 Acanthaceae), ヒ ル ギ モ ド キ Lumnitzera 
racemosa  ( シクンシ科 Combretaceae), シマシ
ラ キ Excoecaria agallocha  ( ト ウ ダ イ グ サ 科  
Euphorbiaceae) などが生えるマングローブ林
内で昼間飛翔しているところを発見 , 採集さ
れた．今回の個体が採集された地点付近では , 
本種の他にウスグロハラナガメイガ Tatobotys 
janapalis (Walker, 1859), キオビハラナガノメイ
ガ T. aurantialis Hampson, 1897 が見られた . オ
オウスグロハラナガノメイガの幼虫は , シンガ
ポールとインドではマングローブ林床の落ち葉
などの腐植物や藻類だけでなく , ヒルギダマシ
属 Avicennia の落ちた果実 , サキシマスオウノ
キ Heritiera littoralis ( アオイ科 Malvaceae ) やニ
リスホウガン Carapa moluccensis ( センダン科
Meliaceae) の種子を餌とすることが知られてい
る (Murphy 1990; Robinson et al. 2023). しかしな
がら , 日本において幼虫の生活史が観察された
ことはなく更なる観察が必要である . 
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[Record] Wachi & Matsui:First record of  Hymenoptychis sordida from Yaeyama Islands.40

図 2. 発 見 時 の オ オ ウ ス グ ロ ハ ラ ナ ガ ノ メ イ
ガ [by Nakatada Wachi (@wachinakatada); 2023; 
iNaturalist observation: https://www.inaturalist.org/
observations/190545294; Accessed on 10. xi. 2023]. 2023
年 11 月 10 日に採集された雄 2 個体のうちの 1 個体 
( もう 1 個体は図 1 に図示 ).
Fig. 2. Hymenoptychis sordida Zeller, 1852 in nature of 
Iriomote Island, Yaeyama Islands, Okinawa Prefecture 
[by Nakatada  Wachi  (@wachinakatada) ;  2023; 
iNaturalist observation: https://www.inaturalist.org/
observations/190545294; Accessed on 10. xi. 2023]. This 
male was collected on 11. x. 2023.

図 3. 西表島で確認されたオオウスグロハラナガノメ
イガの雄交尾器 (2023 年 9 月 29 日採集 , 交尾器スラ
イド番号 : YM672). Left valva と tuba analis は省略 .
Fig. 3. Male genitalia of Hymenoptychis sordida Zeller, 
1852 from Iriomote Island, Yaeyama Islands, Okinawa 
Prefecture, collected on 29. ix. 2023, genitalia slide no. 
YM672. Left valva and tuba analis are omitted.
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査読者の方にもお礼申し上げる .
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A  n e w  d i s t r i b u t i o n a l  r e c o r d  o f 
Hymenoptychis  sordida  Ze l ler,  1852 
(Lepidoptera, Crambidae, Spilomelinae) from 
the Yaeyama Islands, Okinawa Prefecture, 
Japan.
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Abstract. Hymenoptychis sordida Zeller, 1852 
(Lepidoptera, Crambidae, Spilomelinae) was 
collected from mangroves of Iriomotejima Island 
and is reported here as the first record from the 
Yaeyama Islands as well as the island. This is the 
second record of this species in Japan, following the 
first record from mangroves of Okinawajima Island 
18 years ago.
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